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91．はじめに
　現在，日本の製造業はグローバルな環境下で競争を行っている。情報通信技術の発達により，世界中




























































































































































































　最後に品質向上のための QC 手法との連携の手順を考えると，①対象の明確化（図 9 参照），②品質
に関係する作業把握，③ QC 手法との連携（図 10 参照）となる。例えば製品工程分析実施後，加工記





















（ 2 ） 品質管理は「買手の要求に合った品質の品物又はサービスを経済的に作り出すための手段の体系」と定義
され，品質を達成するための経営活動全般をさす場合は，Quality Management があてられ，Quality 
Control の訳語としての品質管理は品質を達成するための実施技法をさし，狭い意味で用いられる［8］。本
論文では 1. 同様，実施技法の意味で用いている。





（ 4 ） 日常管理は，「組織のそれぞれの部門において，日常的に実施されなければならない分掌業務について，
その業務目的を効率的に達成するために必要なすべての活動」と定義されている［2］。
（ 5 ） F.B. ギルブレスは，作業は動作の集まりであることに着目して，動作研究を創始した［8］。
（ 6 ） F.W. テイラーは，19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて科学的管理法を確立した［15］。
（ 7 ） JIS では作業管理は「作業方法の分析・改善によって，標準作業と標準時間を設定して，この標準を維持
する一連の活動体系」と定義されている［14］。
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 Today, manufacturing companies have an increasing competition in terms of new product devel-
opment for the global market.  To correspond to the customer’s needs in the global environment, manu-
facturing companies must sustainably implement the production by decreasing lead time without com-
promising quality assurance.  Accordingly, manufacturing companies must achieve two measurements 
to correspond to a world standard of quality and production which are: operation efficiency and product 
quality. Japanese manufacturing companies have been the subject of a KAIZEN-oriented approach. 
With a KAIZEN-based approach method study should be applied to influence operation efficiency.  This 
study proposes a framework for operation design focused on quality in the manufacturing company.
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